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ロ
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一
、
図
様
お
よ
び
表
現
技
法

(
-
）
概
要

は

じ

め

に
奈
良
国
立
博
物
館
蔵

ー
作
品
研
究
ー

絹
本
著
色
不
空
鞘
索
観
音
像

本
稿
は
、
平
成
十
二
年
度
に
当
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
絹
本
著
色
不
空
羅
索
観

(1
)
 

音
像
（
以
下
奈
良
博
本
と
略
す
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
紹
介
を
か
ね
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
奈
良
博
本
は
、
当
館
に
入
る
以
前
の
詳
し
い
伝
来

を
欠
き
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
に
も
全
く
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

後
述
す
る
と
お
り
、
制
作
年
代
が
平
安
末
期
ま
で
潮
る
可
能
性
が
あ
っ
て
、
現

存
最
古
の
不
空
羅
索
観
音
画
像
と
見
な
さ
れ
る
う
え
に
、
不
空
羅
索
観
音
の
姿

は、

古
来
霊
像
と
し
て
厚
い
信
仰
を
集
め
て
き
た
興
福
寺
南
円
堂
の
本
尊
像
に

基
づ
い

て
お
り
、
図
像
に
つ
い
て
も
極
め
て
興
味
深
い
特
徴
を
そ
な
え
て
い
る
。

以
下
こ
う
し
た
点
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
考
察
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

奈
良
博
本
（
口
絵
1
.
2
)
は
、
絹
本
著
色
で

一
副

一
鋪
の
掛
幅
装
。
法
量
は

縦
七
四
•
五
セ
ン
チ
、
横
四
四
・
九
セ
ン
チ

。

画
絹
は
経
約
四
十
本
（
二
本
引
き

揃
え
）
、
緯
約
五
十
二
本
と
比
較
的
目
の
詰
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
左
右
端
で
若
干

の
切
り
詰
め
が
あ
る
ほ
か
、
絹
の
痛
み
の
激
し
い
余
白
部
分
に
補
絹
が
認
め
ら

れ
、
さ
ら
に
全
体
に
黒
っ

ぽ
い
汚
染
が
あ
る
た
め
細
部
の
図
様
が
や
や
見
に
く

く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
画
絹
の
切
り
詰
め
や
欠
損
は
図
様
を
大
き
く
損
な
う

程
で
は
な
く
、
補
筆
や
補
彩
も
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
概
ね
当

初
の
図
様
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

こ
こ
で
簡
単
に
全
体
の
構
成
を
概
観
し
て
お
く
と
、
画
面
中
央
に
蓮
花
座
上

に
結
珈
怯
坐
す
る
不
空
羅
索
観
音
を
ひ
と
き
わ
大
き
く
描
き
、
そ
の
四
隅
に

一

回
り
小
さ
く
四
天
王
を
配
し
て
い
る
。
四
天
王
の
う
ち
、
向
か
っ
て
右
下
の
持

国
天
と
左
下
の
増
長
天
は
不
空
羅
索
観
音
の
蓮
華
座
の

一
部
を
隠
す
よ
う
に
手

前
に
配
さ
れ
、
逆
に
左
上
の
広
目
天
と
右
上
の
多
聞
天
は
蓮
華
座
お
よ
び
光
背

に
よ
り
体
の

一
部
が
隠
れ
る
よ
う
に
奥
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
尊
の

前
後
関
係
を
意
識
し
た
配
置
は
、
別
尊
曼
荼
羅
の
よ
う
な
幾
何
学
的
構
図
と
は

異
な
り
、
実
際
に
堂
内
に
お
い
て
本
尊
を
中
心
に
四
天
王
が
四
隅
を
取
り
囲
ん

で
い
る
か
の
よ
う
な
、

一
種
の
三
次
元
空
間
を
現
出
し
て
い
る
。

次
に
細
部
の
図
様
お
よ
び
表
現
技
法
を
概
観
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（二
）
不
空
羅
索
観
音

不
空
羅
索
観
音
（
図
1
)
は、

一
面
三
目
八
腎
の
姿
で
、
宝
冠
を
被
り
、
頭
光

と
身
光
に
加
え
頭
部
か
ら
四
方
に
九
条
の
光
明
を
放
射
し
、

蓮
華
座
上
に
右
足

谷

口

耕

生
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を
上
に
し
て
結
珈
鉄
坐
す
る
。
八
腎
の
手
勢
お
よ
び
持
物
は
、
左
右
第

一
手
を

胸
前
で
合
掌
し
、
第
二
手
は
と
も
に
肘
を
屈
し
上
方
に
挙
げ
て
左
に
紅
蓮
華
、

右
に
錫
杖
を
執
り
、
第
三
手
は
と
も
に
組
ん
だ
足
の
上
に
垂
下
し
て
左
に
索
、

右
に
払
子
を
執
り
、
第
四
手
は
左
右
と
も
に
斜
め
下
に
伸
ば
し
て
与
願
印
を
示

す
。

図 1 不空羅索観音像（赤外線写真 部分）

だ
し
額
中
央
の
第
三
眼
は
丸
く
輪
郭
さ
れ
て

を
さ
し
て
お
り
、
朱
で
眼
商
線
を
引
く
。
た

肉
身
は
微
細
な
淡
墨
線
で
下
描
き
さ
れ
、

白
色
の
下
地
の
上
か
ら
黄
を
か
け
て
黄
色
身

と
し
、
朱
線
で
描
き
起
こ
す
。
輪
郭
線
が
細

＜
量
も

一
切
施
さ
な
い
た
め
や
や
平
板
な
印

象
を
受
け
る
う
え
に
、
体
艇
に
比
し
て
八
胄

が
細
く
小
ぶ
り
な
た
め
、
全
体
に
華
奢
に
見

え
る
。

顔
の
輪
郭
は
丸
く
（
口
絵
3
)
、
や
や
伏
し

目
が
ち
の
沈
着
な
表
情
を
浮
か
べ
る
。
ウ
ェ

ー
ブ
を
連
ね
る
髪
際
は
朱
線
で
輪
郭
し
、

眉

は
太
く
カ
ー
ブ
す
る
濃
墨
線
の
下
に
群
青
線

を
重
ね
て
二
層
と
し
、
髭
は
濃
墨
の
み
で
表

す
。
抑
揚
を
抑
え
た
切
れ
長
の
目
は
、

上
瞼

お
よ
び
目
尻
を
濃
墨
、
下
瞼
を
朱
線
で
輪
郭

し
、
瞳
孔
に
濃
墨
を
入
れ
て
そ
の
周
囲
を
グ

レ
ー
で
く
く
り
、
目
頭
・
目
尻
に
も
グ
レ
ー

い
る
た
め
、
あ
た
か
も
白
憂
の
ご
と
く
見
え

る
。
鼻
は
鼻
梁
線
を
引
か
ず
小
鼻
の
張
り
も

小
さ
く
、
人
中
を

U
字
形
に
表
す
。
口
唇
は
朱
に
塗
り
濃
墨
で
界
線
を
入
れ
る
。

頭
上
に
戴
く
円
筒
形
の
宝
冠
は
、
裏
箔
を
押
し
、
墨
で
頂
に
火
焔
宝
珠
、
表

面
に
菊
花
形
と
蓮
華
、
正
面
中
央
に
合
掌
す
る
化
仏
を
描
き
起
こ
す
。
宝
冠
の

左
右
か
ら
垂
下
す
る
細
長
い
白
色
の
冠
紛
は
、
腕
さ
ら
に
は
台
座
の
蓮
弁
に
ま

で
か
か
る
。
装
身
具
類
は
、
耳
飾
や
腕
釧
な
ど
の
金
具
類
に
金
箔
を
押
し
、
環
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塔
に
切
箔
、
腎
釧
の
リ
ボ
ン
や
花
形
の
胸
飾
は
朱
・
白
・
群
青
を
用
い
て
描
く
。

次
に
着
衣
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
両
肩
を
覆
い
左
右
第
四
手
に
端
が
か
か

る
よ
う
に
纏
う
天
衣
は
、
画
絹
の
損
傷
が
著
し
い
た
め
表
地
の
当
初
の
彩
色
を

確
認
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
態
で
あ
る
が
、
そ
の
縁
を
銀
泥
で
量
か
し
、

裏
地
を
白
色
と
し
て
い
る
点
は
確
認
で
き
る
。
左
肩
か
ら
右
脇
腹
に
か
け
て
纏

う
条
吊
は
、
薄
茶
地
に
縁
を
銀
泥
で
量
し
て
お
り
、
そ
の
左
脇
に
垂
れ
る
端
の

部
分
に
獣
の
顔
が
描
か
れ
る
こ
と
は
、
経
軌
に
不
空
謂
索
観
音
が
着
け
る
と
説

＜
鹿
皮
衣
と
し
て
表
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
上
裳
は
、
損
傷
が
著

し
い
た
め
現
状
で
は
地
色
が
焦
茶
色
を
呈
し
て
い
る
も
の
の
、

右
膝
頭
周
辺
に

白
と
朱
に
よ
る
団
花
文
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
縁
を
め
ぐ
る
薄
茶
地
部
分
に
花

文
を
散
ら
し
、
鰭
状
の
裾
に
銀
泥
を
掃
い
て
い
る
。
裾
が
左
右
で
蓮
台
に
垂
れ

懸
か
る
下
裳
は
、
表
を
暗
赤
色
の
地
に
金
泥
の
衣
文
線
に
沿
っ
て

一
段
明
る
い

朱
の
量
を
施
し
、
紫
地
の
縁
に
金
泥
で
巴
文
を
描
く
。
裏
は
焦
茶
地
に
薄
茶
の

量
を
施
し
、
縁
に
金
泥
で
団
花
文
を
描
い
た
上
か
ら
銀
泥
を
掃
く
。

光
背
は
、

二
重
円
相
光
と
し
、
周
縁
部
に
剣
先
形
の
装
飾
板
を
十

一
枚
付
け

る
特
殊
な
形
式
で
あ
る
。
頭
光
、
身
光
と
も
に
内
区
を
銀
泥
地
に
塗
っ
て
お
り
、

頭
光
の
内
区
に
稜
形
を
連
ね
て
表
さ
れ
る
八
葉
部
は
銀
泥
線
で
葉
脈
を
引
い
た

上
か
ら
金
泥
で
量
し
、
外
区
は
二
重
の
戟
金
線
で
輪
郭
し
た
内
側
に
花
葉
形
を

散
ら
す
。
周
縁
部
の
剣
先
形
装
飾
板
は
、
裏
箔
に
表
か
ら
墨
線
で
宝
相
華
文
を

描
き
起
こ
す
。
さ
ら
に
頭
部
中
央
か
ら
は
、
戟
金
線
と
金
泥
の
量
し
を
交
互
に

配
し
て

一
条
と
す
る
光
明
を
九
条
放
射
す
る
。

蓮
華
座
は
、
蓮
台
の
下
に
上
柩
、
反
花
、
敷
茄
子
、
小
蓮
台
、
下
柩
、
反
花

を
順
に
重
ね
る
。
蓮
台
か
ら
見
て
い
く
と
、
密
に
引
き
並
べ
た
朱
線
の
先
端
に

白
を
丸
く
点
じ
て
蓮
肉
部
の
薬
を
表
し
、
蓮
弁
は
裏
箔
に
表
か
ら
縁
を
銀
泥
で

彙
か
す
。
上
柩
は
入
角
丸
形
で
、
側
面
を
四
弁
の
花
文
と
菱
形
を
交
互
に
配
し

て
装
飾
し
、

上
面
は
茶
地
に
白
で
四
弁
の
花
文
を
散
ら
す
。
反
花
は
裏
箔
を
施

し
て
表
か
ら
銀
泥
で
縁
を
量
か
し
、

上
面
に
は
赤
色
の
花
弁
を
重
ね
て
、

頂
き

に
銀
色
の
宝
珠
が
載
る
。
敷
茄
子
は
楕
円
形
を
二
つ
並
べ
た
特
殊
な
形
態
で
、

裏
箔
を
押
し
、
朱
地
の
内
区
を
設
け
て
金
色
の
開
敷
蓮
華
を
配
す
。
そ
の
下
は

小
さ
い
蓮
台
で
、
朱
を
塗
り
縁
を
銀
泥
で
量
か
す
。
下
柩
も
上
柩
同
様
入
角
丸

形
で
、
側
面
に
四
弁
の
花
文
と
菱
形
を
交
互
に
配
し
、
上
面
に
は
銀
と
朱
に
よ

る
七
宝
文
を
描
い
て
お
り
、
上
柩
を
支
え
る
柱
状
の
装
飾
と
蓮
花
に
乗
る
銀
色

の
宝
珠
を
交
互
に
載
せ
て
い
る
。

（三
）
四
天
王

画
面
向
か
っ
て
右
下
に
持
国
天
（
図
2
)
、
左
下
に
増
長
天
（
図
3
)
、
左
上
に

広
目
天
（
図
4
)
、
右
上
に
多
聞
天
（
図
5
)
を
配
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
火
焔
付

き
の
頭
光
を
着
け
、
足
下
に
邪
鬼
を
踏
み
、
さ
ら
に
柩
座
に
の
る
。
各
尊
の
身

色
は
、
増
長
天
が
赤
色
、
広
目
天
が
朱
量
を
施
し
た
肉
色
、
持
国
天
と
多
聞
天

に
つ
い
て
は
損
傷
が
著
し
い
た
め
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
現
状
で
は
焦
茶

色
を
呈
す
。

各
尊
の
手
勢
お
よ
び
持
物
を
列
挙
す
る
と
、
持
国
天
は
屈
腎
し
て
肩
先
に
持

ち
上
げ
た
右
手
に
火
焔
宝
珠
を
載
せ
、
腰
脇
に
据
え
た
左
手
で
銀
色
の
剣
を
執

る
。
増
長
天
は
上
方
に
高
く
挙
げ
た
右
手
で
三
叉
戟
を
執
り
、
腰
脇
に
据
え
た

左
手
で
剣
を
持
し
腹
前
に
構
え
る
。
広
目
天
は
屈
腎
し
て
肩
上
に
持
ち
上
げ
た

右
手
で
索
、
腰
脇
に
据
え
た
左
手
で
三
叉
戟
を
執
る
。
多
聞
天
は
腰
脇
に
据
え

た
右
手
で
三
叉
戟
を
執
り
、
屈
腎
し
て
肩
先
に
持
ち
上
げ
た
左
手
に
宝
塔
を
載

せ
る
。
以
上
の
持
物
お
よ
び
手
勢
は
、
多
聞
天
の
持
物
が
左
右
逆
で
あ
る
こ
と

以
外
ほ
ぼ
忠
実
に
『
陀
羅
尼
集
経
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
よ
っ
て
そ
の
身
色
も

『陀
羅
尼
集
経
』
に
則
り
、
増
長
天
の
赤
色
、
広
目
天
の
肉
色
に
加
え
、
現
在
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図 5

図 2

不空謂索観音像

（赤外線写真 多聞天部分）

は
焦
茶
に
変
色
す
る
持
国
天
と
多
聞
天
も
当
初
は
そ
れ
ぞ
れ
緑
色
、

青
色
で
あ

(2
)
 

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

次
ぎ
に
甲
冑
の
形
式
や
表
現
に
つ
い
て
特
徴
的
な
点
の
み
列
挙
し
て
い
く
。

各
尊
と
も
、
表
甲
を
裏
箔
に
墨
で
描
き
起
こ
し
て
金
鎖
甲
に
表
し
、
朱
地
に
戟

金
で
輪
郭
し
た
ベ
ル
ト
を
着
け
る
。
持
国
天
は
、
縁
に
波
頭
状
の
装
飾
を
つ
け

端
を
一

る
冑
を
被
り
、
両
肩
お
よ
び
腹
前
に
獅
噛
、
胸
甲
に
菊
座
を
つ
け
、
前
楯
の
下

山
形
に
作
り
、
袴
の
撓
ん
だ
部
分
に
銀
泥
の
量
を
施
す
。
増
長
天
は
、

、U
1ば

召
遵
悪
這
9
r
`、
1
.

｀
•

ぶへ

三
面
宝
冠
を
被
り
、
両
肩
に
獅
噛
、
胸
甲
に
菊
座
を
つ
け
、
前
楯
の
下
端
を
雲

頭
形
と
す
る
。
広
目
天
は
、
頂
に
宝
珠
を
載
せ
る
冑
を
被
り
、
腹
前
に
獅
噛
を

つ
け
、
前
楯
の
下
端
を
三
山
形
に
作
り
、
袴
の
撓
ん
だ
部
分
は
い
ず
れ
も
銀
泥

の
量
を
施
す
。
多
聞
天
は
、
山
形
の
宝
冠
を
被
り
、
腹
前
に
獅
噛
を
つ
け
、
前

楯
の
下
端
を
三
山
形
に
作
り
、
胸
甲
の
下
縁
や
前
楯
の
縁
、
下
甲
の
裾
に
銀
泥

の
量
を
施
す
。

足
下
の
邪
鬼
の
身
色
は
、
持
国
天
が
赤
茶
色
、
増
長
天
が
焦
茶
色
、
広
目
天
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面
は
白
地
に
茶
で
団
花
文
を
散
ら
す
。

が
赤
色
、
多
聞
天
が
焦
茶
色
。
邪
鬼
を
載
せ
る
柩
座
は
、
側
面
を
朱
で
塗
り
上

二
、
制
作
年
代

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
以
下
に
奈
良
博
本
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
考
察

し
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
図
様
に
つ
い
て
は
、
蓮
台
左
右
か
ら
下
裳
が
垂
れ
下
が
る
い
わ
ゆ
る

「裳
懸
座
」
の
形
式
を
取
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
同
形
式
は
平
等
院
鳳
凰
堂
扉

絵
の
阿
弥
陀
如
来
像
を
は
じ
め
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
馬
頭
観
音
像
や
神
護
寺

本
釈
迦
如
来
像
、
東
京
国
立
博
物
館
（
以
下
東
博
と
略
す
）
本
虚
空
蔵
菩
薩
像、

東
博
本
普
賢
菩
薩
像
な
ど
院
政
期
の
仏
画
代
表
す
る
作
例
に
認
め
ら
れ
る
も
の

で
、
優
美
な
表
現
を
好
む
当
時
の
貴
紳
の
美
意
識
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え

(
3
)
 

ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
丸
い
輪
郭
、
秀
麗
な
眉
、
抑
揚
を
抑
え
た
切
れ
長
の
目
、
張
り
出

し
の
小
さ
い
小
鼻
と
い
っ
た
特
徴
を
も
つ
不
空
羅
索
観
音
の
顔
立
ち
も
、

鳥
羽

院
政
期
の
美
意
識
を
強
く
反
映
す
る
と
さ
れ
る
東
博
本
孔
雀
明
王
像
に
通
じ
る

(4
)
 

も
の
が
あ
る
。
細
く
華
奢
な
八
腎
に
つ
い
て
も
、
大
治
二
年
(
―
―
二
七
）
の
東

寺
本
五
大
尊
像
や
十
二
世
紀
半
ば
の
奈
良
博
本
千
手
観
音
像
（
像
内
納
入
品
）
が

同
様
の
多
臀
表
現
を
と
る
ほ
か
、
八
腎
の
持
物
を
極
め
て
小
ぶ
り
に
描
く
点
も
、

東
寺
本
五
大
尊
像
や
こ
れ
と
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
京
都
国
立
博
物
館
本
十
二

天
像
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

蓮
華
座
は
、
上
柩
と
下
柩
を
繋
ぐ
蓮
台
に
載
っ
た
柱
状
の
装
飾
が
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
本
馬
頭
観
音
像
と
近
い
表
現
を
と
り
、
同
じ
く
下
桓
の
上
面
に
蓮
台
に

載
る
銀
色
の
宝
珠
を
め
ぐ
ら
す
形
式
も
、
奈
良
博
本
十

一
面
観
音
像
や
東
博
本

准
脹
観
音
像
を
は
じ
め
と
す
る
十
二
世
紀
半
ば
の
作
例
に
広
く
認
め
ら
れ
る
。

敷
茄
子
の
下
に
紅
蓮
華
に
よ
る
小
蓮
台
を
配
す
形
式
に
つ
い
て
も
、
東
博
本
千

手
観
音
像
や
根
津
美
術
館
本
大
日
如
来
像
な
ど
、
同
じ
く
十
二
世
紀
半
ば
か
ら

後
半
に
か
け
て
の
作
例
に
散
見
す
る
。
他
方
、
上
桓
と
下
桓
が
い
ず
れ
も
入
角

丸
形
で
、
上
面
に
七
宝
文
を
描
き
、
反
花
に
花
弁
を
重
ね
て
銀
宝
珠
を
載
せ
る

と
い
う
形
式
は
、
鎌
倉
初
期
の
宝
山
寺
本
弥
勒
菩
薩
像
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
奈
良
博
本
に
描
か
れ
る
台
座
の
形
式
は
、
平
安
か
ら
鎌
倉

へ

の
過
渡
的
な
特
徴
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
線
描
お
よ
び
彩
色
技
法
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
不
空
覇
索
観
の
肉
身

は
細
く
伸
び
や
か
な
朱
の
鉄
線
描
で
輪
郭
さ
れ
る
。
し
か
し

一
方
で
、
四
天
王

の
着
衣
に
は
肥
痩
の
強
い
比
較
的
自
由
な
墨
線
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
線
描
に

も
や
は
り
平
安
様
式
か
ら
鎌
倉
様
式
へ
の
過
渡
的
な
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。

彩
色
技
法
に
つ
い
て
は
銀
泥
の
多
用
が
特
筆
さ
れ
る
。
不
空
羅
索
観
音
の
天

衣
や
条
吊
の
縁
、
裳
裾
、
台
座
の
蓮
弁
や
反
花
の
縁
、
四
天
王
の
表
甲
や
袴
の

縁
な
ど
、
随
所
に
銀
泥
の
量
か
し
を
施
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
銀
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
東
博
本
普
賢
菩
薩
像
や
東
博
本
虚
空
蔵
菩
薩
像
な
ど
十
二
世
紀
の
半

ば
の
作
例
を
境
と
し
て
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

長
寛
二
年
（

―
-
六
四
）

の
平
家
納
経
を
経
て
、
平
安
末
の
鷹
山
寺
本
普
賢
十
羅
刹
女
像
の
よ
う
な
銀
荘

(
5
)
 

厳
主
体
の
作
風
に
行
き
着
く
と
さ
れ
る
。
奈
良
博
本
に
お
け
る
銀
泥
の
多
用
は

平
安
末
期
の
銀
主
体
の
傾
向
に
合
致
す
る
も
の
と
い
え
、
特
に
青
味
が
か

っ
た

銀
泥
の
発
色
は
、

唐
招
大
寺
本
大
威
徳
明
王
像
や
京
都
・
個
人
蔵
本
孔
雀
明
王

像、

奈
良
博
本
普
賢
延
命
菩
薩
像
な
ど
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
め
に
か
か
る
時
期

の
作
品
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

戟
金
は
頭
光
や
二
重
円
相
光
背
に
用
い
ら
れ
る
が
、

着
衣
に
は

一
切
使
用
さ

れ
ず
、
金
彩
の
文
様
は
裳
裾
に
金
泥
の
巴
文
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
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よ
う
な
金
泥
文
様
主
体
の
装
飾
も
、
院
政
期
の
仏
画
の
特
色
で
あ
る
歓
金
文
様

主
体
の
作
風
と
は
異
な
る
も
の
で
、
細
見
美
術
館
本
普
賢
菩
薩
像
や
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
本
大
威
徳
明
王
像
（
立
牛
形
）
な
ど
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
め
の
作
例
に

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鎌
倉
時
代
以
降

一
般
化
す
る
。
た
だ
し
奈
良
博
本

の
金
泥
文
様
は
非
常
に
柔
ら
か
い
筆
致
で
描
か
れ
て
お
り
、
未
だ
平
安
期
の
余

韻
を
残
し
て
い
る
点
は
留
意
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
奈
良
博
本
は
、
図
様
や
彩
色
技
法
い
ず
れ
を
取
っ
て
も
、
院

政
期
仏
画
に
見
ら
れ
る
貴
族
好
み
の
優
美
な
表
現
を
色
濃
く
残
し
つ
つ
、
鎌
倉

様
式
へ
の
萌
芽
も
認
め
ら
れ
る
過
渡
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
よ
っ
て
そ
の

制
作
時
期
は
、
十
二
世
紀
の
第
四
四
半
世
紀
に
か
か
る
平
安
時
代
最
末
期
頃
に

置
く
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
制
作
年
代
の
比
定
が
認
め
ら
れ
る
な
ら

ば
、
奈
良
博
本
は
日
本
に
お
け
る
不
空
羅
索
観
音
の
画
像
と
し
て
は
現
存
最
古

の
作
例
と
な
り
、
そ
の
価
値
は
極
め
て
高
い
と
い
え
よ
う
。

三
、
図
像
の
特
色

本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
奈
良
博
本
に
お
け
る
図
像
上
の
最
も
重

要
な
特
徴
は
、
不
空
羅
索
観
音
の
姿
が
興
福
寺
南
円
堂
本
尊
不
空
覇
索
観
音
坐

像
（
以
下
に
南
円
堂
像
と
略
す
）
の
像
容
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
そ
の
点
を
中
心
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

興
福
寺
南
円
堂
は
、
弘
仁
四
年
（
八

一三
）
に
藤
原
北
家
中
興
の
祖
冬
嗣
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
、
創
建
当
初
の
南
円
堂
像
も
北
家
の
祖
で
あ
る
房
前
の
夫
人
、

牟
漏
女
王
の
た
め
に
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
に
造
立
さ
れ
た
講
堂
本
尊
像
を

(
6
)
 

移
座
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
藤
原
北
家
と
の
極
め
て
深

い
関
係
か
ら
、
南
円
堂
像
は
北
家
に
連
な
る
摂
関
家
を
中
心
に
尊
崇
を
集
め
、

藤
原
氏
の
氏
社
で
あ
る
春
日
社
の

一
宮
本
地
仏
と
し
て
も
厚
く
信
仰
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
当
初
の
天
平
像
が
治
承
四
年
(
-―

八
0
)
の
平
重
衡
に
よ
る
兵
火

で
堂
も
ろ
と
も
焼
失
し
た
際
も
、
関
白
九
条
兼
実
の
沙
汰
に
よ
り
、
時
を
経
ず

し
て
文
治
五
年
（

―
-
八
九
）
に
仏
師
康
慶
の

一
門
の
手
で
再
興
さ
れ
て
い
る
。

治
承
の
兵
火
焼
失
以
前
に
お
け
る
南
円
堂
像
の
像
容
に
つ
い
て
は
、
保
延
五

(7
)
 

年
（

―
-
三
九
）
頃
成
立
と
さ
れ
る
『
十
巻
抄
』
を
は
じ
め
、
『
別
尊
雑
記
』
や

『
覚
禅
抄
』
に
も
ほ
ほ
同
文
を
引
用
す
る
形
で
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。

三
目
八
腎
。
冠
中
有
立
化
仏
。
於
眉
間
白
奄
上
竪
有

一
目
。
左
右
二
手
合

掌
当
胸
。
左
次
手
持
蓮
花
。
次
手
於
膝
腔
上
持
羅
索
。
第
四
手
作
与
願
印
。

右
第
二
手
持
錫
杖
。
第
三
手
於
珈
上
持
白
払
。
第
四
手
作
与
願
印
。
垂
諸

指
仰
掌
。
左
右
相
対
作
同
印
不
持
物
。
二
足
以
左
安
右
上
。
不
着
袈
裟
。

右
の
記
述
を
現
南
円
堂
像
（
図
6
)
の
像
容
と
比
べ
る
と
、
持
物
、
手
勢
、
坐

勢
な
ど
細
部
に
至
る
ま
で
悉
く

一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
現
南
円
堂

像
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
周
縁
部
に
剣
先
形
の
装
飾
板
を
巡
ら
す
特
殊
な

形
式
の
光
背
に
つ
い
て
も
、
右
の
記
述
に
は
見
え
な
い
も
の
の
、
治
承
の
兵
火

図 6 不空羅索観音坐像

奈良・興福寺南円堂
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家
の
守
護
神
と
し
て
厚
く
信
仰
さ
れ
た
南
円
堂
像
は
、
焼
失
以
前
の
天
平
当
初

(
9
)
 

の
姿
を
忠
実
に
踏
襲
す
る
形
で
再
興
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
奈
良
博
本
に
描
か
れ
る
不
空
羅
索
観
音
像
の
姿
に
つ
い
て
は
す
で
に

概
観
し
た
が
、
先
に
掲
げ
た

『十
巻
抄
』
の
記
述
や
現
南
円
堂
像
の
像
容
と
比

べ
る
と
、

一
面
三
目
八
腎
の
坐
像
で
あ
る
こ
と
、
八
腎
の
手
勢
や
持
物
、
そ
し

て
何
よ
り
も
周
縁
に
剣
先
形
の
装
飾
板
を
付
け
る
極
め
て
特
殊
な
形
式
の
光
背

を
も
つ
点
な
ど
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
肉
身
を
黄
色
に
塗
っ
て
金
色

身
と
し
て
表
し
、
光
背
お
よ
び
蓮
台
に
も
裏
箔
を
施
す
こ
と
で
、
皆
金
色
の
南

円
堂
像
を
模
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
奈
良
博
本
に
描
か
れ
る
四
天

王
の
姿
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
南
円
堂
に
不
空
羅
索
観
音
像
と

一
具
の
形
で
安

(10) 

置
さ
れ
て
い
た
現
興
福
寺
中
金
堂
の
四
天
王
立
像
と
、
持
物
や
形
勢
、
邪
鬼
を

踏
む
点
な
ど
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
加
え
て
、
四
天
王
の
足
下
の
邪
鬼
が
柩
座
に

乗
る
こ
と
は
、
善
峰
寺
本
大
元
帥
明
王
像
や
根
津
美
術
館
本
壬
生
寺
地
蔵
菩
薩

像
な
ど
実
在
の
彫
像
を
絵
画
化
し
た
作
例
の
特
色
と
考
え
ら
れ
、
実
際
、
南
円

(13) 

堂
像
を
描
い
た
と
見
ら
れ
る
大
阪
・
個
人
蔵
本
春
日
社
寺
曼
荼
羅
や
興
福
寺
本

黒
漆
舎
利
厨
子
絵
（
図
8
)
に
も
同
様
の
描
写
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上

7
)

に
す
で
に

れ
る
図
像

（図

堂
不
空
羅
索
」

と
し
て
所
収
さ

記
』
に
「
南
円

た

『

別

尊

雑

以
前
に
成
立
し

図 9 不空羅索観音像

兵庫・一乗寺
図 8

と
こ
ろ
が
新
出
の
奈
良
博

本
は
、
す
で
に
考
察
し
た

像
容
を
忠
実
に
踏
襲
す
る(15) 

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

台
座
の
形
式
な
ど
細
部
に

さ
れ
る
よ
う
に
、

着
衣
や

乗
寺
本
（
図
9
)
に
代
表

黒漆舎利厨子絵

て
文
献
上
か
ら
う
か
が
え

る
。
し
か
し
、
従
来
紹
介

奈良 ・典福寺

元
年
(
-
―

1

0
)
五
月
二

(14) 

十

一
日
条
を
は
じ
め
と
し

の
考
察
か
ら
、
奈
良
博
本
が
不
空
羅
索
観
音
像
を
本
尊
と
す
る
南
円
堂
諸
像
を

描
い
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぽ
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

南
円
堂
像
に
つ
い
て
は
、
摂
関
家
を
中
心
と
す
る
厚
い
信
仰
を
背
景
に
不
空

羅
索
観
音
像
を
造
像
す
る

際
の
規
範
と
さ
れ
、
彫
像

に
限
ら
ず
画
像
と
し
て
も

盛
ん
に
模
作
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
、
『
殿
暦
』
の
天
永

さ
れ
て
き
た
南
円
堂
像
を

描
く
現
存
作
例
は
す
べ
て

鎌
倉
時
代
以
降
に
制
作
さ

れ
た
も
の
で
、
兵
庫

・
一

至
る
ま
で
現
南
円
堂
像
の

と
お
り
平
安
末
期
の
制
作
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と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
献
上
か
ら
の
み
知
ら
れ
て
い
た
十
二
世
紀
に
お

け
る
南
円
堂
像
の
模
作
の
実
体
を
伝
え
る
可
能
性
の
あ
る
、
極
め
て
重
要
な
作

例
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

奈
良
博
本
の
図
像
を
さ
ら
に
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
基
本
的
に
は
創
建
当
初

の
南
円
堂
像
を
忠
実
に
再
興
し
た
現
南
円
堂
像
の
像
容
と

一
致
す
る

一
方
で
、

部
分
的
に
重
要
な
図
像
上
の
相
違
を
指
摘
で
き
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
具
体

的
に
は
主
に
以
下
の
点
を
列
挙
し
う
る
。

①
現
南
円
堂
像
が
透
彫
に
よ
る
山
形
宝
冠
を
被
る
の
に
対
し
、
奈
良
博
本
は

円
筒
状
の
宝
冠
を
被
る
。

②
現
南
円
堂
像
が
条
吊
を
着
け
な
い
の
に
対
し
、
奈
良
博
本
は
鹿
皮
の
条
吊

を
着
け
る
。

③
現
南
円
堂
像
が
左
足
を
上
に
半
珈
践
坐
す
る
の
に
対
し
、
奈
良
博
本
は
右

足
を
上
に
結
珈
践
坐
す
る
。

④
光
背
の
剣
先
形
装
飾
板
は
、
現
南
円
堂
像
が
十
五
枚
付
け
る
の
に
対
し
、

奈
良
博
本
は
十

一
枚
と
す
る
。

⑤
旧
南
円
堂
安
置
の
現
興
福
寺
中
金
堂
多
聞
天
像
が
右
手
に
宝
塔
、
左
手
に

三
叉
戟
を
執
る
の
に
対
し
、
奈
良
博
本
に
描
か
れ
る
多
聞
天
で
は
持
物
が

左
右
逆
。

こ
の
う
ち
①
か
ら
③
に
挙
げ
た
奈
良
博
本
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、

『
十
巻

抄
』
巻
第
六
の
不
空
羅
索
観
音
の
項
に
お
い
て
、
興
福
寺
南
円
堂
本
尊
像
の
形

姿
を
詳
述
し
た
直
後
に
掲
載
さ
れ
る
図
像
（
以
下
本
稿
で
は
十
巻
抄
様
と
呼
ぶ
）

が
直
接
の
典
拠
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
数
あ
る

『
十
巻
抄
』
の
写
本
の
う

ち
、
建
久
四
年
（

―
-
九
三
）
頃
書
写
さ
れ
た
現
存
最
古
の
京
都
・
醍
醐
寺
本
に

掲
載
さ
れ
る
十
巻
抄
様
（
図
10)
は、

一
面
三
目
八
胄
で
あ
る
こ
と
や
手
勢
、
持

物
が

一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
円
筒
形
の
宝
冠
、
鹿
皮
の
条
吊
、
右
足
を
上
に

ー

ブ、

図10 不空羅索観音図（『十巻抄』所載） 京都・醍醐寺

組
む
坐
勢
な
ど
①
か
ら
③
の
奈
良
博
本
の
特
徴
を
そ
な
え
て
い
る
。
さ
ら
に
注

目
さ
れ
る
の
は
、
図
の
下
に
朱
書
き
で
「
此
像
南
円
堂
本
也
不
着
袈
裟
着
鹿
皮

(16) 

也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
十
巻
抄
様
を
も
っ
て
南
円
堂
像
の

(17
)
 

像
容
と
見
な
す
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
奈
良
博
本
は
、

基
本
的
に
「
南
円
堂
本
」
と
称
さ
れ
た
十
巻
抄
様
に
依
り
つ
つ
、
さ
ら
に
南
円

堂
像
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
周
縁
に
剣
先
形
装
飾
を
配
し
た
特
殊
な
光
背
を
描
き

加
え
る
こ
と
で
、
南
円
堂
像
を
象
徴
的
に
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
何
故
に
、
実
際
の
南
円
堂
像
と
は
着
衣
形
式
や
坐
勢
な
ど
部

分
的
に
姿
が
異
な
る
十
巻
抄
様
が
、
「
南
円
堂
本
」
の
名
で
呼
ば
れ
、
奈
良
博
本

の
図
像
に
も
あ
え
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
醍
醐
寺
本
『
十
巻
抄
』
に
お
い
て
「
不
着
袈
裟
着

鹿
皮
也
」
と
註
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
鹿
皮
を
着
け
る
こ
と
が
第

一
の
特
色
と
見

な
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
不
空
嶺
索
観
音
が
鹿
皮
衣
を
着
け
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不
空
羅
索
、
（
中
略
）
不
空
羅
索
観
世
音
井
着
鹿
皮
袈
裟
御
故
、

鹿
子
悲
事
、
三
千
大
千
世
界
一
切
衆
生
以
子
悲
為

一
封
、
彼
観
音
令
衆
生

利
益
、
強
藤
氏
慈
悲
給
事
如
悲
鹿
子
、
表
此
給
故
、
現
大
明
神
御
時
、
以

藤
原
姓
為
氏
、
以
鹿
御
乗
物
者
為
表
此
款
、
（
後
略
）

春
日
社

一
宮
に
祀
ら
れ
る
武
甕
槌
命
は
、
鹿
に
乗
っ
て
春
日
山
麓
に
影
向
し

た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鹿
は
古
く
か
ら
春
日
明
神
を
象
徴
す
る
存
在
と

し
て
神
聖
視
さ
れ
て
来
た
が
、
南
円
堂
本
尊
の
不
空
韻
索
観
音
が
春
日

一
宮
本

地
仏
と
し
て
の
信
仰
を
集
め
る
に
従
い
、
鹿
と
い
う
存
在
を
介
し
て
次
第
に
そ

一
殿

図11 春日本地仏曼荼羅（部分）

東京国立博物館

き
（
図
12)
、
明
ら

と
見
る
こ
と
が
で

や
口
を
は
っ
き
り

部
分
に
小
さ
く
目

す
る
舌
状
の
先
端

脇
腹
付
近
に
垂
下

け
る
と
、
す
で
に

面
に
鹿
子
文
様
を
入
れ
、
縁
を
毛
描
き
す
る
た
め
に
鹿
皮
で
あ
る
こ
と
が
明
確

(20) 

に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
十
巻
抄
様
は
、
不
空
羅
索
観
音
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
鹿
皮
を
視
覚
的
に
強
調
し
た
図
像
と
見
な
さ
れ
よ
う
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
藤
原
氏
の
氏
社
で
あ
る
春
日
社
の

一
宮
本
地
仏

と
の
関
わ
り
で
あ
る
。

一
宮
本
地
仏
は
、
同
じ
く
藤
原
氏
と
ゆ
か
り
の
深
い
南

円
堂
本
尊
で
あ
る
不
空
羅
索
観
音
と
す
る
説
が
平
安
末
期
以
降
盛
ん
に
唱
え
ら

れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
過
程
で
、
不
空
羅
索
観
音
が
鹿
皮
を
着
け
る
こ

と
と
春
日
大
明
神
が
鹿
を
乗
り
物
と
す
る
こ
と
の
一
致
が
盛
ん
に
謳
わ
れ
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る

(21) 

社
御
本
地
井
御
託
宣
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

『
春
日
御

る
こ
と
は
、
菩
提
流
志
訳
『
不
空
羅
索
神
変
真
言
経
』
巻
第

一
や
不
空
訳
『
仏

(18) 

説
不
空
羅
索
陀
羅
尼
儀
軌
経
』
巻
第

一
に
説
か
れ
る
と
お
り
、
こ
の
尊
格
を
特

徴
づ
け
る
重
要
な
属
性
で
あ
る
が
、
南
円
堂
像
の
場
合
、
鹿
皮
衣
は
左
肩
か
ら

体
の
背
面
を
通
っ
て
右
脇
腹
に
掛
か
り
、
両
端
も
天
衣
で
隠
れ
て
し
ま
う
た
め

(19
)
 

ほ
と
ん
ど
体
前
面
に
出
ず
、
極
め
て
控
え
め
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
十
巻
抄
様
の
場
合
、
鹿
皮
衣
は
左
肩
か
ら
体
の
前
面
を
通
っ
て
右
脇
腹
へ
と

掛
か
る
条
吊
と
し
て
表
さ
れ
る
た
め
に
非
常
に
よ
く
目
立
ち
、
さ
ら
に
そ
の
表

の
着
衣
で
あ
る
鹿
皮
衣
の
存
在
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

十
巻
抄
様
が
南
円
堂
像
の
姿
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
春
日

一
宮
本
地
仏
の
象
徴
で
あ
る
鹿
皮
衣
を
纏
う
姿
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
く

影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
宮
本
地
仏
を
不
空
羅
索
観
音
と
し
て
描
く
春
日
曼
荼
羅
の
作
例
の
う
ち
、

東
博
本
春
日
本
地
仏
曼
荼
羅
を
は
じ
め
、
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
春
日
宮

(22)

（

23
)
 

曼
荼
羅
や

M
O
A
美
術
館
本
お
よ
び
静
嘉
堂
本
春
日
曼
荼
羅
な
ど
に
十
巻
抄
様

が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
以
上
の
推
論
を
裏
付
け
る
。
し
か
も
大

変
興
味
深
い
こ
と
に
、
東
博
本
春
日
本
地
仏
曼
荼
羅
（
図
11)
や
M
O
A
美
術
館

本
お
よ
び
静
嘉
堂
本
春
日
曼
荼
羅
に
描
か
れ
る
不
空
羅
索
観
音
を
よ
く
見
る
と
、

体
の
正
面
に
垂
れ
る
鹿
皮
の
条
吊
の
端
が
明
確
に
鹿
の
頭
部
と
し
て
表
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
鹿
皮
衣
を
纏
う
と
い
う
経
軌
に
説
か
れ
る
不
空
羅
索

観
音
の
属
性
を
超
え
て
、

一
宮
本
地
仏
で
あ
る
こ
と
の
象
徴
で
あ
る
鹿
と
い
う

存
在
を
よ
り
視
覚
的
に
強
調
し
た
結
果
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

南
円
堂
像
の
図
像
と
し
て
十
巻
抄
様
が
用
い
ら
れ
る
積
極
的
な
理
由
が
、
こ
の

鹿
皮
の
描
写
に
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
奈
良
博
本
の
不
空
羅
索
観
音
が
身
に
つ
け
る
鹿
皮
の
描
写
に
目
を
向

述
べ
た
と
お
り
左
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お

わ

り

に

で
き
る
の
で
あ
る
。

』直/I
図12 不空謂索観音像（赤外線写真 部分）

日

一
宮
本
地
仏
の
シ
ン
ボ
ル
と

で
は
あ
る
も
の
の
、
同
様
に
春

か
に
鹿
の
顔
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を

比
べ
る
と
未
だ
控
え
め
な
表
現

し
て
鹿
皮
を
描
写
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
奈
良
博

本
は
、
十
巻
抄
様
を
基
本
と
し

つ
つ
、
剣
先
形
を
巡
ら
す
特
殊

な
光
背
を
描
き
加
え
、
さ
ら
に

春
日
信
仰
を
反
映
し
た
鹿
皮
の

表
現
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
南
円
堂
本
尊
不
空
羅
索
観
音
坐
像
を
春
日
一
宮
本

地
仏
と
し
て
の
側
面
を
強
調
す
る
形
で
絵
画
化
し
た
も
の
、
と
見
な
す
こ
と
が

以
上
、
表
現
技
法
お
よ
び
図
像
を
中
心
に
奈
良
博
本
の
概
要
を
述
べ
て
き
た

が
、
最
後
に
本
画
像
の
制
作
環
境
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

南
円
堂
像
と
春
日
神
が
同
体
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
十
二
世
紀
の
は
じ
め

(24) 

に
す
で
に
見
え
る
と
い
い
、
平
安
末
期
以
降
、
春
日
一
宮
本
地
仏
と
し
て
確
定

さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の

一
宮
不
空
羅
索
観
音
本
地
説
は
、

特
に
文
治
五
年
（
―

-
八
九
）
の
鎌
倉
再
興
像
完
成
直
後
か
ら
盛
ん
に
鼓
吹
さ
れ

(25) 

る
よ
う
に
な
り
、
再
興
像
を
忠
実
に
写
す
不
空
羅
索
観
音
の
画
像
も
そ
れ
以
降

先
に
見
た
春
日
曼
荼
羅
の
例
と

(26) 

数
多
く
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
鎌
倉
再
興
像
完
成
以
前
に
つ
い
て
は
、
南
円
堂
像
の
披
見
が
簡
単
に

は
か
な
わ
な
か
っ
た
た
め
か
、
南
円
堂
像
の
模
作
と
称
し
な
が
ら
実
物
と
は
図

(27) 

像
的
に
麒
甑
が
生
じ
る
場
合
が
往
々
に
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

南
円
堂
像
を
描
く
画
像
は
、
春
日
曼
荼
羅
と
同
様
、
京
に
住
む
貴
族
た
ち
が
実

(28
)
 

際
に
参
詣
す
る
代
用
と
し
て
身
近
に
礼
拝
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

奈
良
か
ら
離
れ
た
京
の
地
に
あ
っ
て
は
実
物
を
直
接
写
す
の
で
は
な
く
、
「
南

円
堂
本
」
と
さ
れ
た
十
巻
抄
様
や
『
別
尊
雑
記
』
所
収
の
「
南
円
堂
不
空
羅
索
」

図
像
の
よ
う
な
絵
様
を
介
し
て
の
制
作
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

奈
良
博
本
は
、
作
風
や
絵
画
技
法
な
ど
平
安
貴
族
の
好
み
を
強
く
反
映
し
た

院
政
期
仏
画
の
余
韻
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
京
の
地
で
制
作
さ
れ

た
と
見
て
よ
い
。
特
徴
あ
る
光
背
の
剣
先
形
装
飾
が
本
来
は
十
五
枚
で
あ
る
と

こ
ろ
を
十

一
枚
と
し
た
り
、
多
聞
天
の
持
物
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
と
い
う
麒

顧
も
、
実
物
を
見
て
い
な
い
京
の
画
家
が
描
い
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

そ
の
図
像
に
十
巻
抄
様
が
採
用
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、

一
っ
に
は
右

の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
絵
様
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も

あ
ろ
う
。
し
か
し
決
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
奈
良
博
本
が
制
作
さ
れ
た
平

安
末
期
は
、
春
日

一
宮
本
地
を
不
空
覇
索
観
音
と
す
る
説
が
文
献
上
に
初
出
す

(29) 

る
時
期
に
も
相
当
し
て
お
り
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
春
日

一
宮
本
地
仏
を
象

徴
す
る
鹿
皮
を
強
調
し
た
図
像
と
し
て
あ
る
程
度
積
極
的
に
十
巻
抄
様
が
選
択

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
奈
良
博
本
は
、
京
在
住
の
貴
族
が
身
近
に

礼
拝
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
南
円
堂
像
を
春
日

一
宮
本
地
仏
と
わ
か
る
形
で
制

作
さ
せ
た
画
像
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

今
回
の
奈
良
博
本
の
紹
介
を
幾
に
、
以
前
か
ら
多
く
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
て

き
た
南
円
堂
像
の
模
作
の
問
題
や
、
春
日
本
地
仏
の
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
さ

68 



主――――ロ
(
l
)
『
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
仏
教
絵
画
篇
』
、
二

0
0
ニ

・
三
、
図
二
三

(
2
)
瀬
谷
貴
之
「
興
福
寺
四
天
王
の
再
検
討
ー
そ
の
肉
身
色
を
手
掛
り
と
し
て
ー」

（
『
美
術
史
』
第
一
四
七
号
、

一
九
九
九
・
十
）

(
3
)
向
坂
卓
也

「
東
京
国
立
博
物
館
本
国
宝

・
虚
空
蔵
菩
薩
画
像
に
つ
い
て
ー
そ
の

「
色
」
と
「
形
」
が
語
る
も
の
ー
」（

『
美
術
史
学
』
第
十
七
号
、

一
九
九
六
・

三
）

(4
)
吉
村
稔
子
「
東
京
国
立
博
物
館
保
管
孔
雀
明
王
画
像
試
論
ー
図
像
の
継
承
と
変
容

|
」
（
『
美
術
史
』
第
一
四

一
号、

一
九
九
六
・
十
）

(
5
)
泉
武
夫

「国
宝
虚
空
蔵
菩
薩
像
と
そ
の
信
仰
背
景
（
上
）
」
（
『
学
叢
』
第
十

一
号、

一
九
八
九
・

三
）

(
6
)
毛
利
久
「
興
福
寺
伽
藍
の
成
立
と
造
像
」
（
『
仏
師
快
慶
論
増
補
版
』
、
吉
川
弘
文

館、

一
九
八
七
・
十
一
）
、
麻
木
脩
平
「
興
福
寺
南
円
堂
の
創
建
当
初
本
尊
と
鎌
倉

再
興
像
」（

『
仏
教
芸
術
』

一
六
0
号
、
一
九
八
五
・
五
）
。
な
お
松
島
健
氏
は
、
平

安
初
期
の
創
建
時
の
造
立
と
す
る
別
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る

（「
南
円
堂
旧
本

尊
と
鎌
倉
再
興
像
」
『
名
宝
日
本
の
美
術
第
五
巻
興
福
寺
』
、
小
学
館
、

一
九

八
―
•

五
）
。

(
7
)
『大
正
図
像
』
巻
第
三

・
ニ
九
頁
。

(
8
)
『
大
正
図
像
』
第
三
巻
二
八
二
頁
。
こ
の
『
別
尊
雑
記
』
所
収
の
図
像
は
、
焼
失
前

の
南
円
堂
像
の
姿
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
浅
井
和
春
氏
（
『
日
本
の
美
術
―――
八
二

不
空
謂
索
・
准
脈
観
音
像
』
、
至
文
堂
、

一
九
九
八
・
三
、
五
三
頁
以
降
）
を
は
じ

め
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
持
物
や
手
勢
、
坐
勢
な

ど
が
『
十
巻
抄
』
の
記
述
と
一
致
せ
ず
、
蓮
華
と
錫
杖
を
執
る
第
二
手
が
左
右
逆

で
あ
る
点
を
心
覚
自
身
が
図
中
に
「
今
稽
圏
不
審
云
々
」
と
記
し
て
い
る
と
お
り
、

南
円
堂
像
の
像
容
を
全
て
忠
実
に
写
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

(
9
)
注
6
毛
利
論
文
、
麻
木
論
文
参
照
。
伝
来
状
況
か
ら
十
二
世
紀
前
半
に
南
円
堂
像

を
模
刻
し
た
像
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
奈
良
・
応
現
寺
蔵
不
空
羅
索
観
音
坐
像
が
、

現
南
円
堂
像
と
ほ
ぼ
図
像
を
同
じ
く
す
る
こ
と
も
、
旧
像
と
現
南
円
堂
像
の
図
像

に
差
の
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
る
（
山
本
勉
「
奈
良
・
応
現
寺
不
空
羅
索
観

音
菩
薩
坐
像
」
『
M
u
S
E
U
M
』
三
八
八
号
、
一
九
八
三

・
七
）
。

(10
)
藤
岡
穣
「
興
福
寺
南
円
堂
四
天
王
像
と
中
金
堂
四
天
王
像
に
つ
い

て

（上）

（
下
）
」
（
「
国
華
』
第

一
―
三
七
．

―
-
三
八
号
、

一
九
九

O・

八
／
九）

ら
な
る
研
究
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

一
九
九
八
・
十
、
図
二

(11
)
京
都
国
立
博
物
館
特
別
展
図
録
『
王
朝
の
仏
画
と
儀
礼
』
、

三

(12
)
『
根
津
美
術
館
蔵
品
選
仏
教
美
術
編
』
、
二
0
0
1
・
六
、
図
六

一

(13
)
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
観
音
菩
薩
』
、
同
朋
社
出
版
、

一
九
八

一
・
六
、
図
・
絵
画

三
九

(14
)
『
大
日
本
古
記
録
殿
暦
三
』
八
九
＼
九

0
頁

(15
)
南
円
堂
像
を
描
い
た
と
見
ら
れ
る
不
空
羅
索
観
音
の
画
像
（
南
円
堂
像
の
み
を
本

地
仏
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
る
春
日
曼
荼
羅
を
含
む
）
の
現
存
作
例
の
う
ち
、

奈
良
博
本
以
外
に
管
見
に
及
ん
だ
主
な
も
の
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。
な
お
こ
の

一

覧
を
作
成
す
る
に
際
し
て
は
、
渡
辺
里
志

「不
空
謂
索
観
音
像
の
描
か
れ
た
春
日

曼
荼
羅
図
ー
徳
川
美
術
館
本
春
日
曼
荼
羅
図
に
つ
い
て
ー
」（
『金
鯖
叢
書
』
第
十

六
輯
、

一
九
八
九
・
十
）
を
大
い
に
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

①
不
空
覇
索
観
音
像
鎌
倉
時
代
京
都

・
教
王
護
国
寺
蔵
（
奈
良
国
立
博
物
館
編

『
観
音
菩
薩
』
、
同
朋
社
出
版
、

一
九
八

一
・
六
、
絵
画
・
図
三一

）

②
不
空
羅
索
観
音
像
（
厨
子
貼
付
）
鎌
倉
時
代
個
人
蔵
（
佐
野
美
術
館
特
別
展

図
録
『
仏
教
美
術
入
門
』
、

一
九
八
八
・
十
、
図

一
七
九
）

③
不
空
羅
索
観
音
像
鎌
倉
時
代
個
人
蔵
（
富
山
美
術
館
特
別
展
図
録

『佛
教
綸

豊
幽
玄
齋
選
』
、

一
九
八
六
・
四
、
図
六
七
）

④
春
日
社
寺
曼
荼
羅
鎌
倉
時
代
個
人
蔵
（
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
観
音
菩
薩
』
、

同
朋
社
出
版
、

一
九
八

一
・
六
、
絵
画

・
図
三
九）

⑤
春
日
社
寺
曼
荼
羅
鎌
倉
時
代
奈
良

・
春
日
大
社
（
川
村
知
行
「
春
日
曼
荼
羅

の
成
立
と
儀
礼
」
、
『
美
術
史
』
第

一―

0
号、

一
九
八

一
・
三
、
口
絵
）

⑥

春

日

曼

荼

羅

鎌

倉

時

代

愛

知

・

徳

川
美
術
館
（
『
日
本
の
美
術
三
八
二

不
空
謂
索

・
准
脈
観
音
像
』
、
至
文
堂
、

一
九
九
八
・

三
、
図

一
六）

⑦
黒
漆
舎
利
厨

子

絵

南

北
朝
時
代

奈
良

・
興
福
寺
（
奈
良
国
立
博
物
館
特
別
展

図
録
『
仏
舎
利
と
宝
珠
』
、

二
0
0
1
・
七
、
図
七
七
）

⑧
不
空
羅
索
観
音
像
室
町

時

代

兵

庫
・

一
乗
寺
（
東
武
美
術
館
／
京
都
文
化
博

物
館
特
別
展
図
録
『
西
国
一＿一
十
三
所
ー
観
音
霊
場
の
信
仰
と
美
術
ー』
、

一
九
九

五

・
九
、
図
二
五）

⑨
南
円
堂
不
空
覇
索
観
音
像
室
町
時
代
東
京

・
根
津
美
術
館
（
『根
津
美
術
館

蔵
品
選
仏
教
美
術
編
』
、

二
0
0
1
・
六
、
図
八
三
）

⑩
春
日
曼
荼
羅
図
（
不
空
羅
索
）
室
町
時
代
個
人
蔵
（
富
山
美
術
館
特
別
展
図

録
『
佛
教
綸
書
一
幽
玄
齋
選
』
、

一
九
八
六
・
四
、
図
九
五
）

⑪
春
日
曼
荼
羅
図
室
町
時
代
京
都

・
赤
山
禅
院
（
京
都
国
立
博
物
館
監
修

『神
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道
美
術
』、
角
川
書
店
、

一
九
七
六

•

四
、
図

三
八
）

⑫
春
日
鹿
曼
荼
羅
室
町
時
代
奈
良

・
興
福
寺
（
奈
良
国
立
博
物
館
編

『観
音
菩

薩
』
、
同
朋
社
出
版
、

一
九
八

一
・
六
、
絵
画

・
図
四

0
)

⑬
春
日
南
円
堂
曼
荼
羅
室
町
時
代
奈
良

・
長
谷
寺
（
奈
良
国
立
博
物
館
特
別
陳

列
図
録
『
春
日
信
仰
の
美
術
』
、

一
九
九
七
・
十

一
、
図
二
0
)

(16)
同
様
の
朱
書
は
『
大
日
本
大
日
本
仏
教
全
書
』
図
像
部
二
に
収
録
さ
れ
る
嘉
禄
二

年

(
―
ニ
ニ
六
）
の
書
写
本
（

『仏
全
』
第
五
十
二
巻

・
図
像
部
二
、
二
八
四
頁
）

に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
醍
醐
寺
本
に
書
き
込
ま
れ
た
の
も
書
写
さ
れ
て
間
も

な
い
頃
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し

『大
正
図
像
』
第
三
巻
に
収
録
さ
れ
る
延

慶
二
年

(
-
三

0
九
）
頃
の
書
写
本
に
は
同
様
の
朱
書
は
見
ら
れ
な
い
。

(17)
鎌
倉
中
期
の
作
と
見
ら
れ
る
奈
良

・
不
空
院
の
不
空
謂
索
観
音
坐
像
（
奈
良
国
立

博
物
館
特
別
展
図
録
『
西
大
寺
展

』
図
八
九
、

一
九
九
0
•

八
）
は
、
興
福
寺
僧

円
晴
が
南
円
堂
を
模
し
て
創
建
し
た
不
空
院
本
堂
の
本
尊
で
、
南
円
堂
本
尊
と
全

く
同
じ
印
相
の
像
と
し
て
古
来
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
見
る
そ
の
姿
は
、

条
吊
を
付
け
る
点
や
坐
勢
に
至
る
ま
で
十
巻
抄
様
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
お
り
、
十

巻
抄
様
と
南
円
堂
像
の
像
容
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
実
際
の
造
像
に
も

反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。
村
井
古
道
著
・
喜
多
野
徳
俊
訳
注
『
奈
良

坊
目
拙
解
』
（
綜
芸
舎
、

一
九
七
七
・
十
）
、

ニ
ニ

0
ー
ニ
ニ
―

頁
参
照
。

(
1
8
)『大
正
蔵
経
』
巻
第
二
十
、
二
三
三

•
四
六
三
頁
。

(19)
伊
東
史
朗
「
不
空
覇
索
観
音
像
の
鹿
皮
衣
」
（
『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
第
十
四

号、

一
九
九
六
・
十
二
）

(20)
十
巻
抄
様
と
同
じ
図
像
は
、

『十
巻
抄
』
以
外
に
も
『
別
尊
雑
記
』
巻
第
二
十
三

（
『
大
正
図
像
』
第
三
巻

・
ニ
七
六
頁
）
や

『諸
観
音
図
像
』
（
『
大
正
図
像
』
第
十

二
巻

•

1
0
一
八
頁
）
な
ど
多
く
の
図
像
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

同
様
の
鹿
皮
の
表
現
を
取
る
。

(21)
『
神
道
大
系
神
社
編
十
三

春
日
』
（
神
道
大
系
編
纂
会
、

一
九
八
五
・

三
）
、
三

七
頁
。

(22)

『在
外
日
本
の
至
宝
第

一
巻
仏
教
絵
画
』
、
毎
日
新
聞
社
、

一
九
八

0
・九、

図
九
八

(
1
3
)
M
O
A美術
館
本

~

『M
O
A
美
術
館
名
宝
大
成
絵
画
』
（
講
談
社
、

一
九
八
三

・
三
、
図
三
八
）
、
静
嘉
堂
本
二

V
i
c
t
o
r
Harris, 
S
H
I
N
T
O
 T
H
E
 S
A
C
R
E
D
 

A
R
T
 O
F
 A
N
C
I
E
N
T
 J
A
P
A
N
,
 F
i
g.
 

7
7
,
 L

o
n
d
o
n
:
 T
h
e
 British M
u
s
e
u
m
 Press, 2001 

(24)
川
村
知
行
「
春
日
曼
荼
羅
の
成
立
と
儀
礼
」
（
『
美
術
史
』
―

1
0
号
、

一
九
八

一

た
に
ぐ
ち

）
う
せ
い

•

三
）
、
九
二
頁
。

(25)

『
玉
葉
』
建
久
二
年
九
月
二
十
七
日
条
お
よ
び
同
五
年
七
月
八
日
条
、

『建
久
御
巡

礼
記
』
な
ど
。

(26)
注
1
5
0

(27)
注

8
。

(28)
注
15
渡
辺
論
文
。

(29)
注
21
前
掲
の

『春
日
御
社
御
本
地
井
御
託
宣
記
』
に
引
用
さ
れ
る
承
安
五
年
（

一

一
七
五
）

三
月

一
日
の
「
春
日
大
明
神
御
鉢
本
地
事
」
と
題
す
る
注
進
文
に
初
出

（『神
道
大
系
神
社
編
十

一
＿

春
日
』、
神
道
大
系
編
纂
会
、
九
八
五

•

―
―

1
ヽ

四
三
頁）
。

[
付
記
]
図
版
の
掲
載
に
際
し
て
は

一
乗
寺
、
興
福
寺
、
醍
醐
寺
、
東
京
国
立
博
物
館
、

（
株
）
飛
鳥
園
の
各
位
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

当
館
研
究
員）
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戸
与
真
協
力
]

一
乗
寺

海
龍
王
寺

興
福
寺

醍
醐
寺

東
大
寺

仁
和
寺

ボ
ス
ト
ン
美
術
館

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

東
京
国
立
博
物
館

独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
奈
良
文
化
財
研
究
所

根
津
美
術
館

（
株
）
飛
鳥
園

[
英
文
翻
訳
]

マ
リ
サ
・
リ
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ON  THE NARA NATIONAL MUSEUM'S BUDDHIST PAINTING 

FUKUKENSAKU KANNON 

TANIGUCHI Kosei 
Nara National Museum 

T
his article introduces the Buddhist painting Fukukensaku Kannan (Amoghap応a),which became 

part of the Nara National Museum collection in the fiscal year 2000. Painted in ink and col-

ors on silk, this work exhibits in both iconography and coloration the elegant tastes of the ar-

istocracy during the Insei ("Cloistered Emperors") stage of the late Heian period (794-1185). At the 

same time, the painting contains transitional elements evoking the gestation of Kamakura-period 

(1185-1333) styles to follow. Such characteristics suggest that it dates to the last quarter of the twelfth 

century, at the end of the Heian period, making it the oldest surviving painted image of Fukuken-

saku Kannon in Japan and an extremely valuable work. 

The most important iconographic characteristic of the Nara National Museum painting is its simi-

larity to the Fukukensaku Kannan sculpture in the Nan'endo hall of Kofuku-ji Temple, in Nara, which 

was the tutelary temple of the powerful Fujiwara clan. It is not, however, a faithful reproduction 

of the Nan'endo statue, appearing instead to draw upon a representation of the Nan'endo 

Fukukensaku Kannan (Nan'endo-bon) included within a set of iconographic drawings known as Jik-

kansho (Notes in Ten Volumes). The painting goes beyond the Jikkansho imagery in its addition of a 

mandorla distinctive to the Kofuku-ji sculpture. ・ 

Of special interest is the deerskin worn by the bodhisattva. Fukukensaku Kannon is the honjibutsu 

(a Buddhist deity that is the true form of a Shinto god) of the Ichinomiya sanctuary of Nara's Kasuga 

Shrine— the tutelary shrine of the Fujiwara clan, for which the deer is a symbol. The portrayal of 

eyes and a nose on the deerskin in this painting would seem to be a visual representation of Fukuken-

saku Kannon's association with the sacred animal. 
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